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　―２０２４年度の概況は。
　国産牛肉の数量はほぼ前年並み、金額は前年比
105％となりました。国内消費が低迷した分、海外輸
出に注力することで数量をカバー。また、高値相場に
より、金額は前年から増加しました。
　輸入ビーフは数量が103・７％、金額は109・３％
と伸長しました。相場高、外貨高、円安といった影響
が大きく、チルドについては量販店の需要が減少しま
した。フローズンは、ショートプレートやトリミングな
どのコストが上昇しました。ただ、厳しい環境の中に
おいても新規の顧客開拓などを進め、年間では前年
を上回りました。
　―25年度の計画は。
　国産牛肉は数量が前年比102・８％、金額が102・
１％と共に前年を上回る計画を立てています。
　輸入ビーフは前年は非常に厳しい環境の中で数量
を伸ばしましたが、今年は99・４％と少し厳しくみてお
り、金額は101・２％を見込みます。牛肉全体では前
年実績を確保する計画です。
　国内では和牛の高等級の需要が低迷し、和牛の
低等級と交雑牛を含めた販売がカギになります。上
物の高級部位などは海外に輸出しながら、国内需給
とのバランスを取っていく必要があります。
　米国による相互関税や為替などの不安定要素もあ
りますが、台湾、香港などを中心に米国、欧州などの
主要マーケットへの輸出は好調です。
　阿久根工場（鹿児島）に加え、同じ鹿児島の加世
田工場、青森の三戸ビーフセンターにおいても輸出
拡大に向けて、賞味期限の設定や工場整備などを進
めます。
　さらに販売面では日本の牛肉輸出全体の15〜18
％のシェア獲得を目標に掲げます。
　輸入ビーフはマーケットの縮小傾向が顕著です。
米国産は引き続き厳しい供給状況が見込まれるた
め、豪州産を中心に販売シェアを高め、売り上げを確
保していきます。
　―販売強化するブランドは。
　国産では、新たに資本業務提携を締結した水迫
畜産グループの「さつまビーフ」の販売に引き続き注

力。国内最大規模の生産者であり、自家製配合飼料
を給餌していることが大きな特長です。環境への配
慮や食品ロス削減にも前向きに取り組んでおり、当社
も一層連携を強化します。
　産学連携の取り組みでは、北里大学の学生と専属
スタッフが育てた有機ＪＡＳ認証取得の「八雲短角
和牛」を販売しています。夏山冬里方式を実現してお
り、繁殖から肥育まで自給率100％の有機牧草のみ
で一貫生産。当社が取り扱う初めての国産オーガニ
ックビーフです。
　「浜中黒牛」は北海道浜中町で一貫生産された交
雑牛。グループ内で完結し完全にトレースできるのが
大きな強みです。足寄の牧草地で国産粗飼料の完全
自給を目指します。
　輸入ビーフでは引き続き豪州産「麦黒牛」をメイン
に販売。穀物中心に200日以上肥育しており、30年
以上にわたり愛されています。
　―注力する取り組みや商品開発について。
　国内の牛肉需要が年々鈍化する一方、海外での需
要は拡大しています。和牛についてはロイン系アイテ
ムを中心に少量パックやスキンパックなどで海外市場
に積極的にアプローチします。メニュー提案などを含
めたプロモーションも重要です。
　交雑牛や和牛や乳牛の経産再肥育などへの注目
も高まっており、生産者と一緒に価値を高める取り組
みを進めます。
　また、原料が高騰する中、ボーラーブレード（カタ
サンカク）にスリットを入れ、食べ応えのある厚切りの
赤身牛肉を濃い味付けで手頃に楽しめる「赤いビフ
テキ」「黒いビフテキ」が好評です。

大手牛肉サプライヤーインタビュー⑤輸出さらに強化、デマンドチェーン視点を
―スターゼン　池尻尊広上席執行役員営業本部長
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　ローストビーフについては「ハレの日」だけでなく日
常使いを訴求。現在、それに向けた新商品を開発し
ています。
　―生産の取り組みは。
　豪州の肉牛肥育農場を子会社化し、豪州Ｗａｇｙ
ｕの生産、販売に取り組みます。水迫畜産グループに
も協力いただき、中国市場を含めたグローバル市場
に供給します。国内では昨今、生産者にとって非常に
厳しい環境が続いています。短期肥育などの取り組

みも進められていますが、和牛のおいしさの本質を追
求することも重要です。
　また、これまで「サプライチェーン」の視点で、生産
現場から消費者へつなぐという考え方でしたが、これ
からは消費者のニーズを生産現場に伝えていく「デ
マンドチェーン」の視点を持ち、最後に食べていただ
くお客さまの目線に立って生産を行う必要がありま
す。

　小川畜産食品㈱（東京都品川区、小川晃弘社
長）のグループ企業で、レストランや焼き肉店をは
じめとする外食産業向けに食肉卸売事業を行う小
川フード＆サービス㈱（神奈川県川崎市、小川大
介社長）は、新潟県湯沢町で25～27日に開催され
る日本最大級の野外フェスティバル「FUJI ROCK 
FESTIVAL'25」に出店する。
　小川フード＆サービスの出店場所はYELLOW 

CLIFF、出店名は「老舗肉問屋OGAWA」で、小川
グループのブランド豚「白姫豚」を使用した「白姫豚
ロースカツサンド」（税込み1千円）や国産牛を整形
する際の端材肉をたっぷりと使った「小川のびーふか
れいぱん」（800円）、小川グループの原点である品
川区二葉の精肉店「小川畜産総本店」で人気の「お
肉屋さんのコロッケ」（300円）などを販売する。

　農水省が18日に公表した５月の配合飼料の生産・
出荷・在庫状況（速報版）によると、生産量は195
万9779ｔ（前年同月比２・７％減）、出荷量は197万
4587ｔ（２・６％減）となった。
　そのうち養鶏用をみると、成鶏は生産
量が46万2907ｔ（１・８％減）、出荷量
が46万9743ｔ（１・６％減）、ブロイラー
は生産量が33万4622ｔ（１・６％減）、
出荷量が33万5944ｔ（２・０％減）と
なっている。育すうは生産量が５万5900
ｔ（５・３％増）、出荷量が５万6536ｔ
（６・１％増）と前年同月を上回った。
　養豚用の肉豚は生産量が19万2547
ｔ（０・７％減）、出荷量が19万4696ｔ
（１・３％減）、子豚は生産量、出荷量と
もに前年同月を下回った。
　肉牛用は生産量が39万2097ｔ（４・

［配合飼料生産量・ ５月］計 195 万 9779 ｔで前年比２・７％減

３％減）、出荷量は39万6382ｔ（３・９％減）。肉牛
用のうち子牛用は生産量、出荷量ともに前年同月を
下回った。

配合飼料生産・出荷・在庫状況

区分 生産量 前年比 出荷量 前年比
当月末在

庫

計 853,429 98.7 862,223 98.7 10,575

育すう 55,900 105.3 56,536 106.1 1,134

成鶏 462,907 98.2 469,743 98.4 4,820

ブロイラー 334,622 98.4 335,944 98.0 4,621

計 447,320 97.2 450,155 96.8 14,140

ほ乳期 56,356 96.1 55,777 95.8 6,499

子豚 121,025 93.4 121,995 92.9 2,457

肉豚 192,547 99.3 194,694 98.7 3,312

種豚 77,392 99.0 77,689 99.3 1,872

乳牛用計 262,838 95.9 261,758 96.3 28,536

うち子牛用 13,981 101.5 13,054 97.4 4,114

肉牛用計 392,097 95.7 396,382 96.1 29,156

うち子牛用 53,956 90.8 54,552 92.0 8,999
注：工場数130

養
鶏
用

養
豚
用

養
牛
用

単位：トン、％

小川フード＆サービス「FUJI ROCK FESTIVAL'25」に
「老舗肉問屋 OGAWA」出店
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　米国農務省（USDA）は現地時間17日、食肉な
どの需給予測（表参照）を発表した。それによると、
2025年の食肉生産総量は前年割れの1073億7300
万ポンドとなった。食肉別にみると、牛肉の年間生産
量は下方修正されて261億8800万ポンド（前年比
2・9％減）、豚肉は上方修正されて280億4100万ポ
ンド（0・9％増）、ブロイラーも上方修正されて476
億9千万ポンド（1・5％増）。1〜3月の食肉生産総
量は263億6900万ポンド(前年同期比0・6％減)、4
〜6月は263億7800万ポンド（0・9％減）、7〜9月は
270億9千万ポンド（0・2％増）、10〜12月は275億
3700万ポンド（0・4％増）と予測されている。
　26年の総量は1081億7900万ポンド（0・8％増）。

1〜3月は265億8900万ポンド（0・8％増）で、今
回新たに公表された4～6月は266億4900万ポンド
（１・０％増）となっている。
　家畜に寄生するラセンウジバエによる被害を防ぐた
め、USDAはメキシコ経由の生体牛輸入を5月から停
止していたが、6月末に段階的な輸入再開を発表し
た。しかし、7月になるとラセンウジバエが同国内で再
び検出され、米国は再度輸入を停止。26年にも影響
が残る可能性があるとされる。
　また、5月の米国の牛肉輸入量は5億5千万ポンド
で、前年同月比では60％の増加となった。ブラジルか
らの輸入がそのうちの約3割を占め、前年同月と比べ
ると5倍以上の輸入量となっている。

［USDA 需給予測］25 年食肉生産総量年計は 0・2％減、26 年は 0・8％増

24年 25年予測 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 26年予測 1-3月 4-6月

牛肉 26,984 26,188 6,543 6,450 6,590 6,605 25,815 6,360 6,460

(前年比) 100.1% 97.1% 99.8% 95.4% 97.2% 96.0% 98.6% 97.2% 100.2%

豚肉 27,789 28,041 6,956 6,740 6,905 7,440 28,480 7,045 6,865

(前年比) 101.8% 100.9% 98.1% 100.4% 101.9% 103.2% 101.6% 101.3% 101.9%

ブロイラー 46,994 47,690 11,565 11,850 12,200 12,075 48,100 11,800 11,900

(前年比) 101.3% 101.5% 101.2% 101.7% 101.6% 101.4% 100.9% 102.0% 100.4%

羊肉 134 137 34 36 33 34 132 33 32

ターキー 5,121 4,796 1,146 1,175 1,225 1,250 5,080 1,215 1,250

合計 107,625 107,373 26,369 26,378 27,090 27,537 108,179 26,589 26,649

(前年比) 100.7% 99.8% 99.4% 99.1% 100.2% 100.4% 100.8% 100.8% 101.0%

チョイス去勢牛 187.12 221.31 205.02 225.22 226.00 229.00 228.50 227.00 228.00

(前年比) 106.6% 118.3% 113.3% 119.5% 119.4% 120.7% 103.2% 110.7% 101.2%

生体豚 63.41 68.57 63.59 69.69 76.00 65.00 64.75 64.00 68.00

(前年比) 108.2% 108.1% 110.2% 103.5% 115.7% 103.4% 94.4% 100.6% 97.6%

ブロイラー 129.4 133.9 130.8 135.9 135.0 134.0 135.5 134.0 138.0

(前年比) 104.0% 103.5% 102.2% 102.9% 106.0% 103.1% 101.2% 102.4% 101.5%

ターキー 93.7 118.5 94.8 119.3 130.0 130.0 121.3 115.0 120.0

牛肉輸出 3,007 2,728 713 700 660 655 2,565 650 660

(前年比) 99.0% 90.7% 97.3% 89.5% 89.8% 87.0% 94.0% 91.2% 94.3%

牛肉輸入 4,635 5,377 1,482 1,475 1,240 1,180 5,350 1,450 1,400

(前年比) 124.4% 116.0% 123.9% 145.8% 102.5% 96.9% 99.5% 97.8% 94.9%

豚肉輸出 7,125 6,973 1,783 1,690 1,660 1,840 7,000 1,780 1,735

(前年比) 104.4% 97.9% 98.9% 95.8% 99.0% 98.3% 100.4% 99.8% 102.7%

豚肉輸入 1,148 1,115 280 285 275 275 1,140 290 285

(前年比) 100.5% 97.1% 94.0% 97.9% 100.4% 96.5% 102.2% 103.6% 100.0%

生体豚輸入 6,760 6,584 1,774 1,650 1,570 1,590 6,470 1,740 1,645

(前年比) 100.2% 97.4% 101.5% 95.2% 98.2% 94.5% 98.3% 98.1% 99.7%

ブロイラー輸出 6,680 6,473 1,628 1,570 1,600 1,675 6,610 1,645 1,615

(前年比) 92.0% 96.9% 95.0% 96.2% 95.8% 98.1% 102.1% 101.0% 102.9%

ターキー輸出 486 405 95 95 100 115 435 100 105

(前年比) 99.2% 83.3% 86.4% 79.8% 75.2% 92.7% 107.4% 105.3% 110.5%

単位：量は百万ポンド、価格は牛・豚は百ポンド当たりドル、家禽はポンド当たりセント

輸
出
入
量

生
産
量

市
場
価
格

米国の食肉需給予測（7月17日現地公表）
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　アークランドサービスホールディングス㈱の⼦会
社、トンカツ専⾨店「かつや」を展開している㈱かつ
や(東京都千代⽥区、⼤内勇⼀社長)は、国内同店で
「トンテキとチキンカツの合い盛り丼」（税込み979
円）を18日から期間限定で販売開始した。
　北⽶（カナダ・米国）産で、加⼯⼯場から店舗に到
着するまで約4週間熟成されたチルド状態で納品さ
れる、同店こだわりの豚ロース120gを大判のトンテキ
に仕立てた。にんにく香る特製トンテキソースを絡め
れば、白米を口に運ぶ箸が止まらない一品に仕上げ
た。さらに、揚げ上がったときにサクサク食感を生み
出す「剣立ち」を重視し、パン粉にするパンも同店専
用に原料を厳選。粒子の大きさにもこだわった、究極
の生パン粉を使用したチキンカツと合い盛りにするこ

とで、夏本番も頑張る人を応援する全力飯に仕立て
た。
　なお同商品は、丼単品および、とん汁を添えた定食
も用意しているほか、それぞれ、店内飲食に加え弁当
としてテイクアウトも展開。さらに、ネット注文実施店
舗では、テイクアウトの事前予約＆決済で店舗での待
ち時間を短縮できるネット注文が便利となっている。

　農水省大臣官房政策課食料安全保障室はこのほ
ど、７月（７〜９日）の「食品価格動向調査」（食肉・
鶏卵）の調査結果を公表した。同調査は各都道府県
10店舗（全国470店舗）について訪問調査を実施。
価格は特売価格などを含まない消費税込み価格で、
全調査店舗の単純平均となっている。
　調査によると、国産牛肉（冷蔵ロース・100ｇ）の

７月の食品価格動向調査、国産牛肉は 23 円高、輸入牛肉は４円高

全国平均小売価格は834円で前月比23円高、輸入
牛肉（冷蔵ロース・100ｇ）は394円で４円高だった。
豚肉（ロース・100ｇ）は278円で４円高、鶏肉（モモ
肉・100ｇ）は150円と２円高となった。また、平年比
では国産牛肉が１％高、輸入牛肉が20％高、豚肉が
６％高、鶏肉が15％高となった。

輸入牛肉 国産牛肉 豚肉 鶏肉 鶏卵

（冷蔵ロース） （冷蔵ロース） （ロース） （モモ肉） （サイズ混合・10個入）

令和6年7月

（7/7〜7/9）

令和6年6月

（6/9〜6/11）

令和6年5月

（5/12〜5/14）

令和6年4月

（4/7〜4/9）
274 143 294

大臣官房政策課食料安全保障室「食品価格動向調査（食肉・鶏卵）」による全国平均小売価格

注1:各都道府県10店舗(全国470店舗)について訪問調査。2:価格は特売価格等を含まない消費税込み価格で、全調査店舗の単純平均である。3:
鶏卵は令和元年７月に「Lサイズ」から「サイズ混合」に調査規格を変更。

（単位：円/100g、鶏卵は円/1パック）

調査期間

390 811 274 301148

390 824 275 144 297

389 821

394 834 278 150 299

かつや、にんにく香る夏のがっつり
「トンテキとチキンカツの合い盛り丼」期間限定発売
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　イタリア保健省はこのほど、地中海に位置するサル
デーニャ島の農場から同国で初となるランピースキン
病の発生を確認したと公表した。その後、2日までに
サルデーニャ島（9件）と同国北部のロンバルディア州
（1件）で計10件の発生が確認されている。
　イタリア当局は、EU規則に沿って、発生農場から
半径20㎞の保護区域（Protection Zone）と同50㎞
の監視区域（Surveillance Zone）を設定した。監視
区域は最低45日間設定され、同区域内では牛の移
動制限などの防疫措置が取られた。
　6月29日には、フランスでも同
国初となるランピースキン病の
発生が確認された。発生地域は
フランス南東部のスイスおよび
イタリア国境近くのオーヴェル
ニュ・ローヌ・アルプ地域圏のサ
ヴォワ県である。
　フランスでもイタリアと同様
に、発生農場から半径20㎞の保
護区域と同50㎞の監視区域が
設定された。監視区域は近隣3
県（オート・サヴォア県、アン県、
イゼール県）に及ぶ。
　ランピースキン病は北アフリ
カ、欧州東部、アジアで感染が
拡大しているものの、イタリアと
フランスの当局によると、7月2日
時点でランピースキン病の感染
源を特定するために調査中であ
るとし、感染経路は不明であると
している。
　これらの事例の発生を受け、
日本は6月24日にイタリア産、7
月1日にフランス産牛由来製品
（牛精液、牛受精卵〈フランス
のみ〉、牛内臓製品、飼料用に
供する偶蹄類動物由来の乳製

品〈加熱処理が確認されたものを除く〉）の輸入を一
時停止した。
　また、英国は、生きた牛、遺伝資源（精液、卵子、
胚）、生乳とその由来製品、内臓肉（横隔膜と咬筋
〈ホホ肉〉を除く）、皮革および毛皮（国際獣疫事務
局が定める手法に従って処理されたものを除く）、そ
の他の牛由来副産物（ゼラチン、コラーゲン、角など
を除く）の輸入を一時停止した。（農畜産業振興機
構）

　EU がイタリア、フランスで初となるランピースキン病の発生確認
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　［牛］前週は和牛、交雑牛ともに弱もちあい。各社
在庫を抱えており、3連休前ではあったが、和牛雌を
除き週頭に大きく下がった。その後はやや戻したもの
のあまり伸びなかった。和牛３等級と４等級は縮まっ
ていた価格差がやや開いてきている。
　末端は、悪天候が続いたこともあり全体的に荷動
きは悪い。とくに和牛の高級部位は重く、赤身の引き
合いも弱くなっている。今週から盆向けの手当てが本
格的になる。和牛はまだ模様眺めのところも多いよう
だが、交雑牛の受注は好調で、地方からの引き合い
も強いよう。参議院選挙が終了し、梅雨明けも近いと
みられており、焼き材中心に動き出すだろう。
　今週の上場は平均380頭ほどが予定されている。
盆前の競りは8月8日が最後となることから、手当ては
早いか。和牛去勢Ａ5は2400〜2500円、Ａ4は2100
〜2200円、Ａ3は2千円前後のもちあい。交雑牛去勢
はＢ4が1600～1700円、Ｂ3が1550～1650円か。
３連休の状況次第だが、補充買いが入れば交雑は
一段上げも想定される。

【東京食肉卸売市場】牛は盆向け手当ても、豚は歴史的高値続く

　［豚］枝肉価格は上物、中物ともに900円を超えて
おり、半世紀ぶりの高値相場が継続している。東京
以外の関東近郊の市場でも上物価格は軒並み900
円超えとなっており、歴史的な高値となっている。
　連休を前にしても全国と畜頭数は6万頭台に届か
ず、連休向けの手当ても入ってくる中で、供給量が不
足。猛暑の影響で肉豚の増体がうまくいかず、出荷が
キャンセルされるケースも散見される。
　国産相場がここまで高騰する中、当然輸入物にシ
フトする動きも増えており、チルドポーク中心に全体
的な引き合いは強まっている。今後さらに厳しい暑さ
が続くことが予想される中、国内での出荷頭数が回
復するのはしばらく先になりそうなだけに、売り場でも
フローズンポークを含めて輸入物中心の品ぞろえに
せざるを得ない状況になっている。ただ、輸入ポーク
についても現地相場の高止まりなどもあり、一部では
先高観もみられる。
　連休明けとなる今週も引き続き高値継続か。

　［牛］共励会・研究会シーズンに入っていることか
ら、いつにも増して良質の枝肉が出品されている。た
だ、末端の消費環境は冷えたままで、競り合った枝肉
は高値になっていくが、そうでないと価格にかなりの
差が生じてしまう。4等級も落ち着いてきており、2千
円を割っている。
　上場頭数もそれほど多くはないが、今週も弱もちあ
いと予測する。

【大阪市食肉卸売市場】和牛は弱もちあい、豚上場伸びず高値続く

　一方、交雑牛は引き続きB3等級で1600円を上回
る高値を形成。代替需要として強い引き合いがある。
交雑牛の勢いは続くだろう。
　［豚］猛暑の影響で上場頭数が伸び悩んでいるこ
とや、全国的な引き合いの強さもあって相変わらず高
値が続いている。夏本番ともいえる8月を控え、この先
も猛暑が見込まれる中では上場頭数も伸びず、相場
は下がらないだろう。

　㈱松屋フーズ（東京都武蔵野市、瓦葺一利社長）
は、トンカツ専門店の「松のや」で23日から、「国産
麦小町ロースかつ」（税込み1090円）を発売する。
　“国産豚シリーズ”は、麦をベストな比率で配合し
た飼料ですくすく育ち、うまみ成分も栄養もたっぷり

松のや、日本ハムコラボシリーズ「国産麦小町ロースかつ」発売

詰まった日本ハムとのコラボの「国産豚肉 麦小町」
を使用した商品。肉の軟らかさ、脂身の甘さが段違い
のおいしさで、鬼おろしポン酢やみそダレをはじめ、か
ら揚げやえびフライとの盛り合わせ定食などバリエー
ション豊富なラインアップとなっている。
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［資料］市場別取引実績　牛
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料
：
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益
㈳
日
本
食
肉
市
場
卸
売
協
会

［資料］市場別取引実績　豚
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［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（7 月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

59 78 もちあい
86 45 まちまち

 72 

 1 

 163 

 - 
 - 
 - 
 - 
 - 

 12 

 - 

 11 

 1 

 964 1,072 1,000  950  908 
 947 907  842  557  312 
 953  948  929  836  542 

 8  279  310  109  107 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  997  975 -  497 
 -  997  756  -  346 
 -  997  840  702  443 
 -  3  6  1  5 

2,354 2,004 1,837 - -
16 9 3 1 -

- 1,889 - - -
- 1 - - -

2,301 1,998 - - -
9 5 1 - -
- 1,813 - - -
- 1 - - -
- - - - -
- 1,752 1,668 1,523 -
- - 1,483 - -
- 1,790 1,665 - -
- - 1,623 - -
- - - - -

 2,414  2,027  1,698  1,393  - 
 -  1,410  1,501  1,301  - 

 2,354  2,208  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  1,037  - 
 -  -  -  1,061  1,044 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,641  1,565  1,431  - 
 -  -  -  -  864 
 -  1,549  1,490  1,423  - 
 -  -  1,393  -  - 

 3,255  2,205  2,119 -  - 
 2,088  2,003  1,683 -  - 
 2,366  2,101  1,999  1,682  - 

 45  19  7  1  - 
 - -  -  -  - 
 - -  -  -  - 
 -  2,055  -  -  - 
 -  1  -  -  - 

 3,171  2,485  2,151  1,729  - 
 2,138  2,056  1,738  1,644  - 
 2,475  2,157  2,056  1,687  - 

 111  37  13  2  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,834  1,578  1,368  - 
 -  2  9  1  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  1,569  1,491  - 
 -  -  8  3  - 
 -  1,591  -  -  - 
 -  1  -  -  - 

 282  713  - 
 317  813  160.5  -  15  45 

59,100 58,100 799,000
4,330 3,790 58,730

990 1,080 15,110
1,000 1,200 16,100

730 660 8,490
320 340 5,920
590 310 6,090
670 200 6,920

1,510 1,485
1,665 1,577

7 月 18 日 7月 17日

936 919 1,274 強もちあい

7 月 18 日

7 月 18 日

7 月 18 日

7 月 18 日

東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
栃 木 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（２社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（８社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏
7 月 18 日 7月 17日

832 821 - - 5,274 - 上伸
919 888 823 836 314 38 続伸

- 901 717 833 1,435 31 下落
939 938 887 887 778 358 もちあい
927 916 813 796 1,715 303 反発
925 928 919 893 165 161 弱もちあい
948 935 929 911 713 813 上伸
936 932 911 905 610 617 もちあい

- 935 - 895 154 31 休市
- - - - - - 競り休止

955 942 907 915 912 209 続伸
717 840 651 743 40 40 もちあい

- 879 - 856 78 45 まちまち
908 863 901 847 - 48 -
563 694 589 619 294 274 暴落
873 875 838 852 238 64 もちあい
816 831 779 805 554 133 続落

1,242 1,458 1,531 1,418 80,359
896 993 1,086 983 124,643

1,213 1,347 1,551 1,347 150,317
1,296 1,468 1,566 1,454 154,095

831 882 987 897 186,565
1,218 1,350 1,392 1,319 11,045
1,118 1,164 1,279 1,182 882,899

1,382 1,538 1,609 1,502 56,329
878 906 940 907 118,105

1,270 1,364 1,454 1,350 98,591
1,395 1,458 1,558 1,454 116,923

864 945 994 937 153,825
1,298 1,382 1,674 1,406 10,978
1,037 1,267 1,374 1,274 145,581

1,589,923

700,332

727 805 994 160
497 558 693 150

736 790 1,030 5
497 537 632 3

1,081 770 550 600 650
700 528 290 360 350
817 569 - - -

7 月 18 日

7 月 11 日〜 7 月 17 日 7 月 17 日

7 月 17 日

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場
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